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ふだんの、くらしの、
しあわせ を取り戻す

ために…

現地は まだまだ厳しい状況。

継続したサポートや

ボランティアの協力が必要

だと感じました。

大きな災害が発生した際、被災地に設置される

「災害ボランティアセンター」

状況把握やボランティアの受入れ調整を行うため、被災地の

社会福祉協議会が中心となり設置・運営を行っています。

全国にネットワークをもつ社会福祉協議会では、

全国社会福祉協議会の調整のもと、計画的な職員派遣を行い、

ボランティアセンターの運営を継続的に支援しています。



松江市社会福祉協議会

令和５年度 事業・決算をご報告します

重点的に取組んだ事業

◀身近な場所で
　出張相談

成年後見の理解者を
増やす取組み（研修）▶

地域包括支援体制実現に向けた
事業の推進

　「ふくしなんでも相談所」を通して、より身近
な拠点で相談を受け止め、支援を行いました。
　あらゆる生活課題に対応するため、６つの地
域包括エリアの各専門職員がチームとなって地
域の困りごとを住民とともに考え、具体的な実
践を展開しました。

権利擁護のある地域づくりの実践
　成年後見制度等の権利擁護支援を必要と
する人にしっかりつなげられるよう、松江市権
利擁護推進センターを中心に、関係機関と連
携を図りながら、ネットワークの一層の充実を
図りました。

人生の最終段階での支援の充実
　「高齢者あんしんサポート」等、これまで実践してき
た事業の推進と、身寄りがない人のための「新たな支
え合いの仕組みづくり」等を検証しました。また、松江
市在宅医療介護連携支援センターを中心に在宅医療
と介護が一体的に提供できるよう取組みました。 

地域福祉活動の推進
　社会的孤立を防ぐために、
地域のつながりづくりを実践
しました。

重層的支援体制整備事業の推進
　断らず、まずは受け止め、つながり続ける支
援体制を構築することをコンセプトに、４つの支
援を一体的に実践しました。

　新型コロナウイルス感染症によって停滞していた地域活動も少しずつ以前の姿を
取り戻しつつあります。しかしながら、令和６年1月に発生した能登半島地震によっ
て、あらためて地域生活の中で、「つながり」の必要性が再認識された１年でした。
　こうした中、本会では「地域のつながりづくり」を基本とした地域福祉活動に、事業
方針である〈あらゆる生活課題への対応〉〈地域のつながりの再構築〉を大切にしな
がら取組みました。

詳しい内容は
こちら▶

（ホームページ）

①属性を問わない相談支援
　（ふくしなんでも相談所）　
②アウトリーチ支援　　
③参加支援　　④地域づくりに向けた支援

〇２９地区の第６次地区地域
　福祉活動計画の策定支援
〇なごやか寄り合い事業の
　再開支援
〇子ども食堂の立ち上げ支援

４
つ
の
支
援

事業紹介

子ども食堂

〇「人生会議・ＡＣＰ(アドバンス・
　ケア・プランニング)」の普及啓
　発
〇在宅の看取り代診医の仕組み
　づくり

たとえば…

たとえば…
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■お問い合わせ　　松江市ボランティアセンター　☎２７－８３８８

支出
1,290,600千円

収入
1,290,600千円

会費・寄付金収入
51,273千円

人件費支出
800,374千円

事務費支出
42,616千円

事業費・貸付事業・
助成金支出
290,022千円

利用者負担軽減額・
その他の支出
22,956千円

基金積立資産・
積立資産支出
1,300千円

当期繰越額
133,332千円

補助金・受託金収入
715,323千円

事業収入・貸付事業・負担金収入
18,399千円

介護保険事業収入・
障がい者福祉サービス等
事業収入
285,608千円

受取金利息配当金収入・
その他の収入
83,853千円

基金積立資産・
積立資産取崩収入
2,600千円

前期末繰越資金残高　
133,544千円

決算の 概要

◀一人親世帯
　等への食品
　提供

松江市
くらし相談支援センター

公式ＬＩＮＥ 開設

生活困窮者等への継続的支援
　貸付事業、松江市くらし相談支援セ
ンターを中心に、生きづらさを抱えた市
民に対し、関係機関と連携して「寄り添
う」伴走型支援を実践しました。

「しまね流ふくし教育
推進モデル事業」 
サマーチャレンジ
ボランティア開催

福祉教育の推進
　「ふだんのくらしのしあわせ」を実践
するため、誰もが社会参加できる地域
づくりをめざして、福祉教育の推進・実
践に取組みました。

たとえば…
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　身近にあるものを集めて誰でも気軽には
じめられるのが収集ボランティア活動です。
集めたものが換金されたり、物品と交換され
たりして福祉活動などに役立てられます。

松江市ボランティアセンターでは以下のものを集めています。

●使用済み切手（古切手）、
　未使用の切手、書き損じハガキ

●缶のプルタブ
　⇒収集業者に買い取っていただき、得られた
　　 収益を地域の福祉活動に
　　 使わせていただきます。

●コンタクトレンズ空ケース
　アイシティecoプロジェクトに協力しています。

●プリペイドカード
　認定NPOアジア・コミュニティ・センター21に
　 協力しています。

収集ボランティアについて

集めて、送って。

「自宅で、職場で」
あなたも今日から
ボランティア！
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■お問い合わせ　　松江市ボランティアセンター　☎２７－８３８８

開催します！

令和６年度　松江市市民後見人等養成講座【基礎編】

　松江市内を中心に活動しておられる権利擁護にかかわる専門家の皆様に講義をいた
だき、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らしていくために役立つ知識を学びましょう。

日　時 会　場

申　込

①8月24日（土）9：30～15：50
②8月31日（土）9：30～16：00
③9月  7日（土）9：30～16：00

※市民後見人として活動するた

めには、本講座および今年度開

講予定の市民後見人等養成講座

【実務編】を修了する必要があり

ます。

成年後見制度をはじめとし
た権利擁護について学び、
あなたも市民後見人をめざ
してみませんか？

松江市権利擁護推進センター　☎ 27-8389　担当：清水、中村お問い合わせ・
申 し 込 み 先

松江市総合福祉センター　
4階 教養室

8月2日（金）締め切り
下記連絡先までお電話ください

松江
市権
利擁護推進センター

マス
コットキャラクターまもるくん

総務課　☎21-5773連絡先・お問い合わせ先

高砂祝いについて高砂祝いについて
令和６年度

松江市社会福祉大会内で高砂祝い
を贈呈いたします。
該当者の方、該当者を把握しておら
れる方は下記までご連絡ください。

高砂祝い以外に情報を使用す
ることはない旨をご説明いた
だき、ご本人了解の上でご提
供ください。

夫婦おそろいで
結婚65周年を迎えられる
方々をお祝いいたします。

情報提供の際には…

高 砂 祝 い
該 当 者

受 付 締 切

贈 呈 式

開 催 場 所
開 催 日

昭和34年1月1日から
　同年12月31日までに
　　結婚された夫婦

令和６年度
　松江市社会福祉大会 内

令和6年9月１３日（金）必着

島根県民会館　中ホール
令和6年11月22日（金）



こんにちは 地域包括支援センターです！
～ローリングストックをご存じですか？～
近年、日本各地で地震や大雨など様々な災害が起きています。
日頃から災害について考え、備えをしておきましょう。

湖南地域包括支援センター
　湖南サテライト

松南第２地域包括支援センター

松南第１地域包括支援センター

松北地域包括支援センター

中央地域包括支援センター

セ ン タ ー 名
松東地域包括支援センター
　松東サテライト

☎２４－１８３０
☎６６－９３５５

☎５２－９５７０

☎６０－０７８３

☎８２－３１６０

☎２４－６８７８

連 絡 先
☎２４－１８１０
☎７２－９３５５

乃木、忌部、玉湯
宍道

竹矢、八雲、東出雲

津田、大庭、古志原

法吉、生馬、古江、秋鹿、大野、鹿島

城北、城西、城東、白潟、朝日、雑賀

担 当 地 区（ 公 民 館 区 ）
朝酌、川津、本庄、持田、島根
美保関、八束

防災ハザードマップで避難先の
確認もしておきましょう。

災害や避難についての不安があれば、お気軽にご相談ください。

普段食べているレトルト食品や缶詰、ペット
ボトル飲料などを少し多めに買い置きして
おき、１つ食べたらまた１つ買い足しておく
ことで、常に一定量の食料を自宅に備蓄し
ておく方法です。非常用に保存食を備蓄し
ておくことも大切なことですが、食品には
賞味期限があるため、無駄な出費を抑える
ためにもローリングストックで災害に備え
ていきましょう。

ガスや電気が止まることも想定
しカセットコンロとガスボンベ
も準備しておきましょう。自宅
の鍋ややかんがガスコンロ対
応のものかどうかも確認してお
くとよいですね。

使った分だけ
買い足す

古いものから
食べる・使う

食料品・日用品
備える

包括支援センターの位置が分かる地図はこちらです。
携帯電話のカメラをかざしてみてくださいね。



社協だよりの発行は共同募金助成金の一部を活用しています。
※点字版・音声版の社協だよりを希望される方は総務課までお問い合わせください　☎21-5773

令和6年3月21日～令和6年5月20日受付分

ホームページ Instagram

ご寄付は、松江市
社会福祉協議会本
所、各地区社会福
祉協議会で受付し
ております。

　能登町の災害VC（ボランティアセンター）に“能登町社協

支援”として行ってきました。災害VCの運営に携わるのは今

回が初めてで、被災地の力になることができたかもわからな

いままに派遣期間が終わってしまったように感じています。

　能登町で得た経験を伝える事も、派遣され

た職員として重要な役割だと思っています。地

域をはじめ、いろいろなところでお伝え出来た

らいいなと考えています。

【香典・玉串料返し等寄付金】
清水　理恵
森脇　誠
大橋　知徳
与倉　恵子
福島　栄次
木綿　宏
糸川　さつき
野津　紗知子
立原　光
永田　久美子
高橋　繁樹
永田　智之
大澤　悦子
宮崎　恵美子
（故）福塚　功
荒川　正志
吉岡　裕昭
錦織　潤子
（故）三島　春枝
加藤　幹夫
小川　志身子
石倉　正彦
原田　宏
竹谷　貴裕
坂本　恵子
野津本　証一
長嶺　幸恵
石倉　元
栗原　稔
安達　礼治
常松　寿延
田中　和夫
吉儀　正明
平井　啓子

舟木　光朗
原田　有格
桑谷　英治
周藤　一徳
福井　繁久
玉木　真理子
生馬　律子
村上　裕二
廣江　正幸
北野　眞幸
福田　洋子
狩野　恒雄
前島　章雄
太田　雅人
野津　浩志
福原　聡
石倉　潤治
松浦　昭二
石本　繁雄
小草　トシ子
落合　智子
森脇　勢津子
錦織　健一郎
岸　忠範
大西　正
原田　満
上田　章子
長岡　保子
田川　洋一
柳樂　由紀子
佐野　史郎
横田　キヨミ
山根　勝雄
小田　朋司
門脇　令子

中野　一夫
清水　大悟
多根　美恵子
田尻　悟郎
松浦　勇治
（故）足立　勝信
（故）土江　新治
安部　憲
小川　照
上山　良寿
持田　光則
須山　功三
青木　民子
安達　幹夫
大西　享
庄司　隆
石原　裕二
小豆澤　隆久
原　守代
野津　陽子
宮脇　久枝
福間　健
石本　幸博
伊藤　敏雄
井原　秀雄
井川　弘
井谷　悦子
山本　正一
内藤　建二
佐藤　真治
門脇　正晃
門脇　正人
大野　剛史
青砥　貴司
林　伸祐

勝部　由記子
山本　隆紀
梶　美知子
山崎　政司
神庭　園恵
寺田　祐子
角田　操
岩田　次郎
山根　誠市
小谷　祥史
練田　道子
渡部　裕治
岩坂　三紀子
角田　利明
伊藤　健
杉谷　学
青戸　勝正
大垣　良成
上田　惠美子
坂本　肇
高橋　恒夫
加藤　典子
藤原　英恵
佐渡　一喜
大森　啓子
塩冶　順子
石倉　幹也
野津　寛明
平塚　純子
小谷　一夫
井上　由美
岩田　由守（2件）
安達　一代
美多　芳一
富田　恵子

大町　健介
福田　勇治
山本　静枝
井上　治季
藤原　厚典
永瀬　安男
錦織　佳夫
江角　有二
陸浦　英哉
稲田　月子
木村　薫
吉野　紀久雄
匿名　　6件

香典・玉串料返し等寄付金
計　　　　158件
計 ４，049，０００円

【一般寄付金】
荒川　清澄
SCHOP実行委員会
匿名　2 件

一般寄付金
計　　　　　4件
計 2８９，５００円

編集後記　　～災害派遣を終えて～

facebook


